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ナミアメンボに出現する長翅型と短翅型の雌の卵生産と産卵様式
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Abstract: The Japanese water strider, Aquarius paludum（Fabricius）, exhibits wing dimorphism: long- and short-
winged adults. In order to clarify the reproductive strategy in each morph, changes in the number of eggs in the non-
sexual period were examined by dissection. Immediately after emergence, a few immature eggs were found in the 
ovaries of females in both morphs. The number of immature eggs increased with age, and a maximum of 50 eggs had 
accumulated in 5-day-old females of each morph. Submature eggs were found in 3-day-old long-winged females, but 
in 1-day-old short-winged females. Additionally, mature eggs appeared at 5 days of age in long-winged females, later 
than in short-winged ones. Although the number of mature eggs increased with age, by 13 days, the maximum number 
of mature eggs in long-winged females was lower than that in short-winged ones. Females younger than 11 days of age 
showed mate refusal behavior. Females began to oviposit 2 days after copulation. The size of the first clutch of long-
winged females was significantly smaller than that of short-winged ones. However, after the fourth clutch, there were 
no significant differences in clutch size between the two morphs. Therefore, more eggs produced by short-winged fe-
males were found during the pre-reproductive period.
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緒 言

昆虫類に出現する翅二型は長翅–短翅あるいは有翅–無翅
で，いずれも前者は飛翔能力が高く，後者は飛翔できない
ことが多い（Roff, 1986）．アメンボ類においても，多くの
種で翅二型の存在が確認され，飛翔筋の発達した長翅型や
有翅型は水域間を移動しながら生活していることが報告さ
れている（Kaitala and Huldén, 1990）．この二型の出現は密
度効果を反映した結果であり，長翅型は高密度下におい
て，短翅型は低密度下において発現することが明らかにさ
れてきた（Muraji and Nakasuji, 1988）．日本において北海
道から沖縄まで広く分布しているナミアメンボ，Aquarius 
paludum（Fabricius），では，前翅の先端が腹部末端まで達
している長翅型と，腹部の半分にも達しない短翅型の二型
の存在が知られている（Harada and Taneda, 1989）．
飛翔とは非常にコストのかかる行動であり，飛翔筋の維
持には多くの栄養が必要とされる．そのため，翅二型を示
す多くの昆虫類では，卵形成と飛翔の間にトレードオフ

があり，一般に，飛翔筋を作らない短翅型雌は多くの卵
を生産できるといわれてきた（Rankin et al., 1986）．Spence
（1989）によれば， 北欧産のヒメアメンボの一種 Gerris 
buenoi Kirkaldyや G. pingreensis Drake and Hottesに生じる
短翅型雌は，交尾をして間もなくの間は，長翅型雌より多
くの卵を産下したという．翅型間における産卵様式の違い
は同じカメムシ目で陸上に生息するカンシャコバネナガカ
メムシ，Cavelerius saccharivorus Okajima，でも報告されて
おり，短翅型雌は長翅型雌より 20日も早い 10日齢前後か
ら卵を産下し始めたと Fujisaki（1986）は報告した．また，
バッタ目やコウチュウ目においても，短翅型の方が産卵開
始は早く，産下卵数は多いと Roff（1986）は述べている．
しかし，両型における産下卵数の差が顕著なのは産卵開始
後間もない時期だけであり，日齢が進むにつれてその差は
小さくなってくるという（Fairbairn, 1988）．ナミアメンボ
においても，産卵開始間もなくは短翅型の方が多くの卵を
産下していたが，生涯産下卵数はどちらの型も 500卵以上
であったと Harada（1992）は報告している．また，越冬後
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のナミアメンボの両型で，産下卵数に違いは見られなかっ
たという（Harada, 1993）．すなわち，長翅型と短翅型の産
下卵数において，差が顕著に現われているのは，産卵開始
直後に限られていたのである．したがって，産卵を開始す
る前までに，両型の間に保有卵数の違いが生じていたと予
想される．
不完全変態を行う昆虫類は，例えばヒメコガタコオロ
ギ，Modicogryllus confirmatus（Walker）， のように羽化後
直ちに繁殖活動を開始せず（Tanaka, 1993），雄雌ともに
前繁殖期と呼ばれる期間をもち，性的に成熟するための
準備を行い，雌では卵巣が発達してゆく（Lorenz, 2007）．
Lundgren（2011）によると，カメムシ目の前繁殖期の長さ
は種によって 1.4日から 28日と大きな変異をもつという．
ナミアメンボの前繁殖期の長さはどちらの翅型も約 2～3
週間であるが，短翅型の方が早く産卵を開始する傾向にあ
ると Kishi et al.（2002）は報告した．しかし，前繁殖期に
おける卵生産については調べられておらず，産卵を開始す
る時点までに体内に蓄積された卵数などは不明であった．
これまで，雌の卵生産能力は産下卵数から推定されてき
たが（Fairbairn, 1988），長翅型と短翅型の正確な卵生産能
力を比較するには，体内における卵成熟や保有卵数，成熟
卵の大きさを調べる必要がある．特にナミアメンボの場
合，長翅型は飛翔筋を維持するので，短翅型よりも多くの
栄養が必要といえ，結果的に，卵生産速度に違いを生じて
いる可能性がある．本研究では，両型の前繁殖期における
卵生産能力を明らかにするため，室内羽化させた雌を未交
尾のまま飼育して解剖を行い，保有卵数の経時的変化を比
較した．次に，雌の性成熟の指標として両型の雌が交尾を
受け入れるまでの日齢を調べ，その後，産下卵の数を測定
した．また，卵 1つ当たりに投資する栄養の指標として，
成熟卵の大きさと孵化幼虫の大きさを測定した．
なお，原稿を詳細にご校閲下さった本研究室の横井智之
助教にお礼申し上げる．本研究の一部は筑波大学先導的研
究者体験プログラムの支援を受けて行われた．

材料および方法

2013年 5～9月に筑波大学構内（茨城県つくば市）では，
長翅型と短翅型の個体が同所的に群れて生活していた．そ
れらのナミアメンボを，上面を開放したプラスチックケー
ス（70 cm×35 cm，高さ 15 cm，水深 3 cm）内に長翅型と短
翅型を合わせて約 10ペア放飼し，自由に交尾・産卵させ
た．それぞれの飼育ケースの中には産卵床として発泡スチ
ロール片（10 cm×5 cm，厚さ 0.5 cm）を 1個浮かべた．産
卵床を 1日に 1回確認し，卵が産下されていた場合，産卵
床ごと新しい発泡スチロール片と取り換えた．卵の産下さ
れた産卵床を水の入った別容器に移しておくと，1週間程
度で幼虫が孵化した．これらの孵化幼虫を，上面を開放し

たプラスチックケース（70 cm×35 cm，高さ 15 cm，水深
3 cm）においては約 30頭の密度で飼育した．また，成虫
期の翅型は幼虫期の密度の影響を受けるので（Muraji and 
Nakasuji, 1988），短翅型成虫の羽化を促すため，円形のプ
ラスチック容器（直径 30 cm，水深 4 cm）に約 5頭という
低密度でも飼育した．どちらも 14L10D，25°Cの恒温条件
を保っている．幼虫には原則として 1日に 1回給餌を行っ
た．餌は冷凍して殺したばかりのヒツジキンバエの成虫，
Lucilia cuprina（Wiedemann），を使用し，1～2齢幼虫では
10頭，3～4齢幼虫では 5頭，終齢幼虫では 2頭に対して
1頭を与えた．
羽化した雌において，飛翔できる長翅型は発達した長い
翅をもっているため，短翅型と容易に区別することができ
た（Harada and Taneda, 1989）．羽化した雌は，ただちに蓋
付きプラスチックパック（17 cm×10 cm，水深 1 cm）に入
れて個別飼育した（14L10D, 25°C）．餌として，どの個体
にも羽化当日（0日齢）から 1日に 1頭のヒツジキンバエ
を与え，翌日の給餌時に前日に与えた餌を取り除いた．
羽化当日（0日齢）と各日齢（1, 3, 5, 7, 9, 13, 17, 21, 29
日）の雌の腹部を実体顕微鏡（Nikon SMZ1500, ×20～ 
×100）下でピンセットを用いて解剖し，卵巣内の卵を数
えた．保有していた卵は成熟卵と亜成熟卵，未熟卵の 3段
階に分けた（Higashi and Watanabe, 1993）．ここで，成熟卵
とは，楕円形で卵黄が充塡され，卵殻が完成している卵と
定義した．亜成熟卵とは卵黄が蓄積されていても卵殻のな
い卵を，未熟卵は卵黄が充塡されておらず透明な卵とし
た．成熟卵の大きさを測定するために，13日齢の長翅型雌
8頭と短翅型雌 10頭から，産卵孔の一番近くにある成熟
卵を 1個摘出した．摘出した成熟卵は，マイクロメーター
で長径と短径を測定し（精度 0.01 mm），回転楕円体として
体積を算出した．
雌の交尾受容日齢を調べるため， 羽化後蓋付きプラ
スチックパック内で個別飼育していた雌を，1日に 1回
12:00～17:00の間に，長翅型の野外雄 5頭を入れた円形プ
ラスチック容器内に投入した．アメンボ類のどちらの翅型
の雄も，同じ割合で両型の雌と交尾していたことが知られ
ているので（Batorczak et al., 1994），本実験では容易に手
に入る長翅型の雄を用いた．雄の交尾試行に対する雌の反
応の有無を判断する実験のため，供試した野外雄は交尾活
性の高い個体を選んで使用した．すなわち，筑波大学構内
で採集し，採集後 3日間以上を雄のみで飼育した個体に対
して，実験当日，野外で採集した雌を与え，雌を前肢で捕
まえマウントしようとした雄を交尾活性の高い個体と判断
した．
野外で採集した雄雌を室内で同一の容器に入れると，ほ
とんどすべてのペアは 5分以内に交尾を開始する．そこで
本実験では，実験開始後 5分以内に，供試雌がこれらの野
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外雄のいずれかにマウントされ，交尾器が挿入された場
合，その雌に交尾受け入れの活性があるとみなした．一旦
交尾態ができると他の 4頭の雄は干渉しなかったので，交
尾終了まで放置した．なお，雌を供試してから5分の間に，
雌が雄を避け続けたり，雌が雄の求愛から逃げたり，マウ
ントした雄を振り落とした場合，交尾を受容しない個体と
みなして，雌を容器から取り出した．取り出した雌は元の
飼育容器に戻して，個別飼育を再開した．実験に用いた野
外雄は実験終了後に再び飼育集団に戻した．ただし，雌と
交尾した野外雄はそれ以降の実験には使用しなかった．こ
の供試雌に対する操作は，羽化翌日から交尾を受け入れる
まで，毎日繰り返した．
交尾した雌は，交尾終了後から再び蓋付きプラスチック
パックで個別に飼育し，産卵するのに充分な大きさの発泡
スチロール片（5 cm×2 cm，厚さ 0.2 cm）を産卵床として
1つ入れ，自由に産卵できるようにした．交尾翌日から雌
が死亡するまで 1日に 1回産卵床を確認し，産卵していた
場合，産卵床を交換すると共に産下卵数を数えた．ナミア
メンボは 1回の産卵で複数の卵を直線上に並べて産下する
ため，この卵のまとまりをクラッチと定義した．産下卵は
深さ 1 cmに水を張ったプラスチックカップ（直径 10 cm，
深さ 2 cm）の中に入れて，14L10D, 25°Cで静置した．毎日
カップを確認して孵化個体数を調べ，産卵から通常約 7日
で孵化するため（本文結果参照）2カ月以上経っても孵化
しなかった卵は，孵化しない卵として扱った．
孵化直後の 1齢幼虫を同一クラッチ内から 3頭ずつ無作
為に選び，70%エタノールで固定した．このクラッチは各
雌が最初に産んだクラッチである．1齢幼虫は体が軟らか
く，腹部が伸縮しやすいため，固定しても長さの変化しな
い中肢の腿節を実体顕微鏡（Nikon SMZ1500, ×50）のマイ
クロメーターを用いて測定し，体の大きさの指標とした．
なお，1齢幼虫の時点では成虫で見られるような性的体サ
イズ二型が見られなかったので，雄雌を区別せずに解析を
行った．
本実験では，Mann–Whitneyの U検定を用い，長翅型と

短翅型の保有卵数や産下卵数，卵の体積，幼虫の中腿節長
の違いを比較した．また，Z検定により長翅型雌と短翅型
雌の産下卵の孵化率を検定した．

結 果

野外で採集したナミアメンボの雌から採卵し羽化させ
た 289頭のうち，雌は 142頭だった．このうち，長翅型
雌と短翅型雌はそれぞれ同数の 71頭が羽化し，中間的な
長さの翅をもつ個体は見られなかった．長翅型雌の体長
は 14.9±0.62 mm（±SD）で， 短翅型雌の 14.5±0.59 mm
（±SD）より有意に大きかった（Mann–Whitneyの U検定，
U＝3898.5, p＜0.001）．

羽化当日（0日齢）の個体を解剖すると，腹部のクチク
ラ内側にわずかな脂肪体が付着していたのみで，消化管な
どを含めても腹部内部には空隙が多かった．卵巣は小さく
扁平で，左右それぞれ 4本の卵巣小管が認められた．この
ような腹部の状態は，両型で違いが認められなかった．
前繁殖期における卵成熟過程
羽化当日の雌の卵巣小管内には未熟卵が少数しか存在せ
ず，長翅型雌では全くもっていない個体が 75%を占めて
いた．Fig. 1aで示したように，平均卵数は長翅雌型で約 5
卵，短翅型雌で約 13卵となったが，両型に有意な違いは
認められなかった．羽化翌日（1日齢）になると長翅型で
23卵，短翅型で 38卵と増加し，5日齢で両型とも 50卵程
度となった．長翅型雌が保有する未熟卵数はやや少なかっ
たものの，13日齢を除き，両型で有意な差は認められな
かった．5日齢を超えると，どちらの型も約 50個の未熟
卵を保有するようになり，29日齢頃までは，ほぼ同数の未

Fig. 1. Changes in the daily number of immature eggs（a）, sub-
mature eggs（b）, and mature eggs（c）in females of the long-
（open circles）and short-winged（closed circles）morphs 
after emergence. Bars represent standard errors（* p＜0.05, 
** p＜0.01, *** p＜0.001; Mann–Whitney’s U test）.
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熟卵を保有していたといえる．
長翅型雌の場合，亜成熟卵は早くとも 3日齢にならない
と出現しなかった（Fig. 1b）．5日齢になると 11卵となり，
ほぼ上限と思われる 30卵を蓄積するようになったのは 9
日齢以後であった．一方，短翅型雌では，羽化翌日（1日
齢）で 20卵近くの亜成熟卵が確認され，長翅型雌よりも
有意に多かった．5日齢には，長翅型雌の上限である約 30
卵に達し，長翅型雌と短翅型のもつ保有亜成熟卵数に有意
差が認められなくなったのは 7日齢以降であった．
長翅型雌と短翅型雌における卵生産能力の違いは保有成
熟卵数に顕著に現われた（Fig. 1c）．長翅型雌の場合，成
熟卵を体内で確認できるようになった日齢は 5日齢であっ
たが，短翅型雌の場合，どの個体も羽化翌日（1日齢）に
は成熟卵が確認された．長翅型の保有成熟卵は 29日齢に
なっても約 40卵にすぎなかった．一方，5日齢になった短
翅型雌の平均保有成熟卵数は長翅型雌の上限となる 40卵
にせまっていた．その後も成熟卵数は増加し，13日齢では
約 72卵となり，これがほぼ上限のようであった．
交尾と産卵
雄にマウントされ交尾器の挿入を受け入れた雌の日齢
は，長翅型では平均 11.7日，短翅型では平均 11.1日で，
両型に有意な差は認められなかった（Table 1）．交尾した

雌の多くは，交尾後 2～3日経ってから産卵を開始した．
長翅型雌の平均的な産卵開始日齢は 14.5日であったのに
対し短翅型雌は 12.6日だったが，両型に有意な差は認め
られなかった．
卵は，ある程度まとまったクラッチとして発泡スチロー
ルに産下された．最初のクラッチは，長翅型雌で平均 18
卵，短翅型雌で平均 41卵となり，有意に短翅型雌の方が
多かった（Table 2）．その後の産卵は平均して 2～3日おき
に行われ，クラッチの大きさは産卵回数の進行と共に個体
変異が大きくなり，4クラッチ目から両型間で有意な差は
見られなくなった．両型で有意差が認められたのは，第 1
と第 3クラッチにすぎない．
どのクラッチでも卵の孵化はほぼ斉一に生じた．第 1ク
ラッチの場合，卵期間は，長翅型雌の産下卵で 6.9±0.3
日（±SE, n＝16），短翅型雌では 7.0±0.4日（±SE, n＝7）
と，有意差は認められなかった（Mann–Whitneyの U検定，
U＝54.5, p＝0.916）．その後に産下されたクラッチについ
ても，卵期間はおおむね 1週間で，両型が産下した卵の卵
期間に違いはなかった．すべての産下卵は複眼の形成段階
まで発生を進めている．第 1クラッチの場合，両型の雌の
産んだ卵の孵化率はどちらも 90%を超えていた（Fig. 2）．
第 2と第 3クラッチでは，長翅型雌の産下卵の孵化率が短
翅型雌のそれよりも有意に低かったが，第 5クラッチまで
に両型の雌が産下した卵の孵化率はいずれも 80%を超え
ていた．しかし，第 6クラッチ以降の孵化率は，短翅型雌
の産下した卵が 80%を超えていたものの，長翅型雌の産
下卵で有意に低くなっていた．なお，短翅型の第 9クラッ
チ以降の孵化率は 2個体の雌による平均孵化率にすぎない
が，20～30%近くまで減少していた．

Table 1. Female age of accepting mating, onset of oviposition, 
and the copulation duration for each morph （±SD）

Mating age［day］ Onset of oviposition［day］

Long-winged 11.7±3.0（17） 14.5±3.2（17）
Short-winged 11.1±3.1（7） 12.6±2.4（7）

U＝54.5, p＝0.75 U＝35.0, p＝0.12

（　）: number of females examined.

Table 2. Clutch size in the oviposition order for each morph 
（±SE）

Order Long-winged Short-winged

1 18.1±2.6（17） 41.0±2.6（7） U＝12.0, p＜0.001
2 18.0±3.9（17） 27.0±3.9（7） U＝37.0, p＝0.152
3 23.2±3.3（17） 40.3±3.2（7） U＝24.0, p＜0.05
4 23.1±2.5（17） 26.0±8.9（7） U＝55.5, n.s.
5 22.7±4.1（17） 19.7±6.3（7） U＝44.0, n.s.
6 24.4±5.2（14） 22.2±7.1（6） U＝40.0, n.s.
7 23.9±3.7（11） 20.5±7.4（4） U＝40.0, n.s.
8 20.8±5.9（10） 27.7±4.1（3） U＝18.5, n.s.
9 28.5±9.5（6） 41.0±18.0（2） U＝10.0, n.s.

10 30.5±15.5（2） 17.5±4.5（2） U＝3.0, n.s.
11 11.5±4.5（2）  9 （1）  — ,  —
12  4 （1）  35 （1）  — ,  —
13  15 （1）  — （0）  — ,  —

（　）: number of females examined.

Fig. 2. Changes in the hatching rate with clutch order in females 
of the long- （open circles） and short-winged （closed circles） 
morphs. The hatching rates of the 9th and 10th clutches 
of long-winged females, and of the 10th and 11th clutches 
of short-winged females were derived from 2 clutches 
（* p＜0.05, ** p＜0.01, *** p＜0.001; Z-test）.
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成熟卵と孵化幼虫の大きさ
成熟卵の体積は長翅型雌で 1.93±0.06 mm3（±SE, n＝

8），短翅型雌で 2.19±0.06 mm3（±SE, n＝10）と，短翅型
雌の方が有意に大きかった（Mann–Whitneyの U検定，U＝
47.0, p＜0.01）．この有意差は短径に影響を受けており，長
翅型雌の短径は 0.75±0.01 mm（±SE），短翅型雌では 0.79
±0.01 mm（±SE）（U＝8.0, p＜0.01）と，短翅型雌の方が
有意に長かった．一方，長径は長翅型雌で 2.59±0.03 mm
（±SE），短翅型雌で 2.60±0.02 mm（±SE）（U＝35.0, p＝
0.656）で有意な差はなかった．
孵化幼虫の大きさの指標として中腿節の長さを測定した
ところ，長翅型雌由来の幼虫の中腿節長は 1.02±0.03 mm
（±SE, n＝15）で，短翅型雌由来の幼虫の 1.04±0.01 mm
（±SE, n＝15）よりも有意に小さかった（Mann–Whitneyの
U検定，U＝61.0, p＜0.05）．

考 察

不完全変態を行う昆虫類においては，羽化後性的に成
熟するまでの間，成虫は摂食に専念するといわれてきた．
藤崎（2009）によると，ホオズキカメムシ，Acanthocoris 
sordidus（Thunberg），は性的に未成熟な間は吸汁して栄養
の獲得に励んでいるという．雌が前繁殖期の間に卵生産を
行ったり，羽化時にもっていた未熟卵を産下可能な大きさ
の卵に成熟させて蓄積する例は，モノサシトンボ，Copera 
annulata（Selys）（Watanabe and Adachi, 1987）をはじめと
して多くの種で知られるようになってきた．アメンボ類
においても，雌の摂食量の増加に伴う卵生産量の増加は，
G. buenoi Kirkaldyで報告されている（Rowe and Scudder, 
1990）．Harada（1992）は，ナミアメンボの短翅型雌の方
が長翅型雌より産卵開始直後に多くの卵を産下することを
示したが，両型の前繁殖期間の長さは異なっていたとい
う．本研究において，ナミアメンボの両型の雌とも，交尾
を受け入れた日齢や産卵を開始した日齢に違いは認められ
ず，羽化後，性成熟するまでに摂取した栄養はほぼ同等で
あったといえる．また，実験に用いた長翅型雌のすべては
飛翔筋を発達させていた．したがって，もしこれらの雌が
充分な量の餌を得られなかった場合，両型の卵生産過程に
違いの生じた可能性はあるかもしれない．
一般に，前繁殖期の卵生産過程において，雌は日齢と共
に未熟卵を成熟させていく（Lundgren, 2011）．本研究にお
いても，未熟卵数は加齢と共に増加し，両型とも 5日齢に
は 50卵となって上限に達したようであり，翅型による違
いは見られなかった．したがって，亜成熟卵へ発育させる
前の段階までは，どちらの翅型でも同様に卵生産していた
と考えられる．
未熟卵を亜成熟卵へ成熟させる過程とは，卵の中に卵黄
を充塡する過程であるため，多くの栄養が必要になり，餌

不足の雌では卵成熟が遅れたり（Watanabe et al., 2011），産
下卵数が減少したり（Kaitala, 1991）することが報告され
ている．本研究の場合，どちらの型にも同量の餌を与えた
にも関わらず，長翅型雌における亜成熟卵の生産量の増加
速度は短翅型雌と比べて遅く，9日齢にならないと，先行
する短翅型雌の亜成熟卵数とほぼ同数にならなかった．し
かし，結果的に，11日齢（＝性成熟直前）には両型ともほ
ぼ同数（30個ほど）の亜成熟卵を蓄積していた．このこと
は，交尾後間もなく，蓄積していたすべての成熟卵を産下
してしまえば，次回以降の産卵のために用意されていた亜
成熟卵の数は両型で等しくなることを意味している．
亜成熟卵から成熟卵への成熟過程では，卵黄を蓄積させ
るだけでなく卵殻の形成のためにさらに多くの栄養を必要
とするに違いない（Watanabe, 1992）．本実験において，成
熟卵の生産速度に翅型間で大きな違いが認められた．翅型
によって雌体内で保有している成熟卵数に違いが生じる
例は，ヒメコガタコオロギなどによって報告されている
（Tanaka, 1993）．Roff（1984）によると，フタホシコオロギ
属の一種 Gryllus firmus Scudderの短翅型雌の生涯産下卵数
は長翅型雌の1.6倍になったという．ナミアメンボの場合，
交尾した雌が産卵を開始する 13日齢の時，長翅型雌は短
翅型雌の半数以下しか成熟卵を保有していなかった．長翅
型は成熟卵だけでなく，飛翔筋の維持にも栄養を必要とし
たためといえよう．最初のクラッチの大きさはこれらの保
有成熟卵数を反映し，第 2クラッチと併せた 2つのクラッ
チで交尾前に蓄積していたほぼすべての成熟卵を産みきっ
たと考えられた．第 4クラッチ以降で有意差がなかったこ
とは，その後，両型の雌は同様に卵を生産していた可能性
が高い．なお，交尾という刺激が卵生産を促進するという
種は多いものの（Loher and Edson, 1973），本実験では，複
数回交尾を行わせなかったので，ナミアメンボにおける交
尾経験と卵生産の関係は不明である．
ナミアメンボの短翅型雌の成熟卵は，長翅型雌のそれよ
り大きく，孵化幼虫も大きかった．ナガカメムシ類の一種
Horvathiolus gibbicollis（Costa）の短翅型でも同様の傾向が
見られ，長翅型と比べて多くの大きな卵を産めたのは，短
翅型の方が卵 1つ当たりに多くの栄養を投資したためかも
しれないと Solbreck（1986）は述べている．一般に，大き
い卵から孵化した子は体サイズが大きく生存率も高いとい
われ（星野・西村，2001），ナミアメンボの場合も，大き
い孵化幼虫は餌資源などをめぐる生存競争において有利と
なる可能性がある．羽化した水域でしか繁殖ができない短
翅型は卵の数だけでなく，1つ 1つの成熟卵への投資量を
多くし，質も高めていると考えられた．
両型の卵生産過程には羽化後間もない時期から差が生じ
ており，短翅型は 1日齢から成熟卵を有し，繁殖期に入る
前までに多くの成熟卵を蓄積させていた．その結果，短翅
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型は交尾直後から多くの卵を産下できたと考えられる．一
方，原田（2004）は，長翅型の個体が前繁殖期に飛翔する
ことが多いと述べた．本実験では前繁殖期の長翅型の個体
に飛翔を許さなかったが，飛翔筋維持のため，前繁殖期に
おける卵生産が影響を受けた可能性がある．

摘 要

夏の開放水面において同所的に生息しているナミアメン
ボ，Aquarius paludum（Fabricius），の長翅型と短翅型の産
卵戦略を明らかにするため，飼育し羽化させた未交尾雌を
解剖して保有卵を数え，日当たり産下卵数を比較した．卵
巣内の未熟卵の数は日齢と共に増加し，両型とも 5日齢に
は 50卵を数えた．亜成熟卵の生産は，短翅型雌では 1日
齢から，長翅型雌では 3日齢を過ぎてから開始された．亜
成熟卵が 30卵まで蓄積されるのにかかる期間は，短翅型
雌では 5日間となり，長翅型雌より早かった．そのため，
短翅型雌は 1日齢ですでに少数の成熟卵が出現しており，
13日齢までに 70卵程度が蓄積されていた．これに対して，
長翅型雌は 5日齢になってから成熟卵が観察され始め，13
日齢になっても 30卵程度しか蓄積していなかった．どち
らの型も交尾は 11日齢から受容し，その 2日後から産卵
が開始された，前繁殖期の期間に違いはなかった．交尾直
後は，短翅型の方が多くの卵を産下した．短翅型雌の成熟
卵は長翅型雌よりも大きかった．これらの結果を，両型の
移動能力の違いから考察した．
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